
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

回
）事

業
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

に
１,

９
７
３
万
８
千
円
を
追
加
し
、

７
億
４,

９
２
９
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

財
政
調
整
交
付
金
　

50
万
８
千
円

退
職
者
療
養
給
付
費
交
付
金
（
現
年

度
分
）

１,

９
０
０
万
円

一
般
会
計
繰
入
金
　
　
　

23
万
円

歳
出
に
お
い
て
は
、

国
保
保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
シ

ス
テ
ム
改
修
臨
時
負
担
金10

万
８
千
円

退
職
被
保
険
者
療
養
給
付
費

１,

９
０
０
万
円

一
般
被
保
険
者
療
養
費
　

40
万
円

な
ど
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
13
号

平
成
18
年
度
積
丹
町
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

現
行
予
算
に
５,

８
９
３
万
円
を

追
加
し
、
３
億
１,

８
７
５
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、

介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
（
現
年
度

分
）

１
８
４
万
２
千
円

調
整
交
付
金
　
　
６
４
０
万
４
千
円

介
護
給
付
費
道
負
担
金
（
現
年
度
分
）

１,

６
９
１
万
５
千
円

介
護
給
付
費
支
払
基
金
交
付
金
（
現

年
度
分
）

１,

５
５
１
万
円

歳
出
に
お
い
て
は
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費

５,

７
９
６
万
円

介
護
給
付
費
国
庫
等
負
担
金
　
精
算

返
納
金
　
　
　
　
１
２
２
万
４
千
円

な
ど
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
14
号

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て町

長
及
び
助
役
の
給
与
水
準
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
月
額
を
引

下
げ
る
も
の
で
す
。

町
長

69
万
円→

65
万
円

助
役

58
万
円→

56
万
円（

原
案
可
決
）

議
案
第
15
号

積
丹
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

教
育
長
の
給
与
水
準
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
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使用の区分 使用の単位 使用料

１人
大人 500円

１回につき

１人
小人 250円

１回につき

大人 12回券 3,000円

小人 12回券 1,500円

入館料

個

人

回
数
券

答
申
に
基
づ
き
、
月
額
を
引
下
げ
る

も
の
で
す
。

教
育
長

55
万
円→

53
万
円

（
原
案
可
決
）

議
案
第
16
号

積
丹
町
産
業
交
流
雇
用
対
策
推
進

施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

冬
期
間
（
11
月
〜
３
月
）
の
利
用

客
増
大
と
運
営
経
費
の
縮
減
を
図
る

た
め
使
用
料
金
の
引
下
げ
と
同
期
間

の
開
館
時
間
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
11
月
〜
３
月

使
用
料
金

開
館
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
９
時
ま
で

（
原
案
可
決
）

選
挙
第
１
号

積
丹
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

積
丹
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
及

び
補
充
員
を
選
挙
す
る
も
の
で
す
。

◆
委
員

磯
野
　
久
治
（
美
国
町
）

須
田
　
嘉
彦
（
日
司
町
）

的
場
　
無
縫
（
美
国
町
）

小
澤
　
清
一
（
余
別
町
）

◆
補
充
員

第
１
　
細
矢
　
義
雄
（
野
塚
町
）

第
２
　
佐
々
木
謙
治
（
美
国
町
）

第
４
　
今
井
　
　
諭
（
美
国
町
）

第
４
　
新
井
田
　
彦
（
余
別
町
）

（
指
名
推
選
）



公
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
す
る

低
所
得
者
の
た
め
に
低
廉
な
家
賃
で

住
宅
を
供
給
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
建
設
さ
れ
、
現
在
町
内
に
は
１
１

９
戸
の
公
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

公
営
住
宅
の
建
設
費
は
町
民
か
ら

納
め
ら
れ
た
町
税
な
ど
を
財
源
と
す

る
町
費
と
国
か
ら
の
補
助
金
等
で
賄

わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
公
営
住
宅

に
住
む
場
合
に
は
、
公
営
住
宅
法
や

町
条
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
町
民
全
体
の
財
産
に
住
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
宅
使
用
料
（
家
賃
）
は
、「
応
能

実
行
委
員
会
（
観
光
協
会
主
管
）

が
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
ど
っ
こ
い
積
丹
冬
の

陣
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
第
１
弾
は
、
11
月
18
日

に
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
鮨
と

鍋
」
の
満
腹
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
、
今

年
は
東
京
か
ら
も
訪
れ
た
約
１,
１

０
０
人
は
積
丹
の
旬
の
味
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。

鮨
職
人
と
地
元
料
理
人
が
腕
に
よ

り
を
か
け
て
握
っ
た
マ
グ
ロ
や
ア
ワ

ビ
、
エ
ビ
な
ど
新
鮮
素
材
８
カ
ン
セ

ッ
ト
な
ど
計
３
千
食
や
ホ
ッ
ケ
の
す

り
身
と
生
の
り
を
使
っ
た
積
丹
鍋
も

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
津
軽
三
味
線
と
民
謡
の
生

演
奏
や
積
丹
沖
で
釣
り
上
げ
た
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
と
そ
の
新
鮮
な
マ

グ
ロ
の
入
っ
た
海
鮮
丼
４
０
０
杯
も

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
10
日
に
は
、
第
２
弾
の
「
積

丹
鍋
の
競
演
」
が
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た

ん
で
開
か
れ
、
町
内
の
民
宿
や
旅
館

の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
、
ニ
シ
ン
の
三
平
汁
、
カ
レ
ー
風

味
の
ブ
リ
鍋
、
み
そ
キ
ム
チ
味
の
タ

ラ
鍋
な
ど
７
種
類
を
大
鍋
で
合
わ
せ

て
３
百
食
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

こ
く
の
あ
る
み
そ
味
や
生
ノ
リ
を

散
ら
し
た
し
ょ
う
ゆ
味
の
鍋
に
２
杯
、

３
杯
と
お
か
わ
り
す
る
客
が
後
を
絶

た
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ

る
鍋
が
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
鍋
の
販
売
売
上
金
６
４,

１
８
５
円
は
全
て
佐
呂
間
町
の
竜
巻

災
害
に
寄
付
し
ま
し
た
。
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税
外
収
入
の
滞
納
問
題
に
つ

い
て
、
最
後
と
な
る
今
回
は
「
住

宅
使
用
料
」
の
現
状
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
保
育
料
」「
学
校
給
食

費
」
と
３
回
に
わ
た
り
税
外
収
入
の

中
で
も
滞
納
額
が
と
り
わ
け
大
き
な

割
合
を
占
め
る
も
の
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
滞
納
問
題

は
こ
れ
以
外
の
多
く
の
税
目
で
も
存

在
す
る
の
が
現
状
で
す
。

平
等
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

よ
る
公
平
な
負
担
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
益
」
方
式
、
つ
ま
り
、
入
居
者
の

収
入
や
住
宅
の
立
地
条
件
、
規
模
、

建
設
後
の
経
過
年
数
な
ど
入
居
者
の

受
益
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
家
賃
の
累
積
滞
納

額
は
、
平
成
17
年
度
決
算
で
、
１,

８
０
０
万
円
に
迫
る
な
ど
多
額
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
家
賃
の
滞
納
が
続
け
ば
住

宅
明
け
渡
し
請
求
の
対
象
と
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
滞
納
の
家
賃
に
つ
い

て
は
、
連
帯
保
証
人
に
請
求
す
る
こ

と
と
な
り
、
連
帯
保
証
人
に
対
し
て

も
責
任
が
及
び
多
大
な
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
家
賃
収
入
は
住
宅
の
維
持

管
理
費
と
し
て
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、

そ
の
確
保
が
で
き
な
け
れ
ば
適
正
な

修
繕
が
困
難
と
な
り
維
持
管
理
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

同
実
行
委
員
会
で
は
、
に
し
ん
の

歴
史
・
文
化
か
ら
新
た
な
産
業
や
観

光
資
源
の
創
出
に
つ
な
げ
る
「
に
し

ん
ル
ネ
サ
ン
ス
」
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
前
庭
に

「
に
し
ん
街
道
」
の
標
柱
を
設
置
、

11
月
18
日
に
除
幕
式
を
行
い
、
伊
東

後
志
支
庁
長
、
益
子
町
長
、
岩
本
町

議
会
議
長
な
ど
関
係
者
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

標
柱
は
、
町
内
に
事
業
所
を
置
く

北
旺
建
設
（
札
幌
市
）
と
近
藤
工

業
（
小
樽
市
）
が
寄
贈
し
た
も
の

で
、
高
さ
２
・
６
ｍ
、
直
径
45
㎝
、

ヒ
バ
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

て
い
れ
ん




